
太
田
市
の
地
名
は
、
室
町
時
代
中
期
・
寛
正
二
（
一
四
六
一
）
年
の
古
文
書
・
寺
社
雑
事
記
に

大

田
市

と
し
て
初
登
場
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
天
文
一
五
（
一
五
四
六
）
年
の
文
書
に

太
田
市

が
見

え
る
ほ
か
、
時
代
が
下
っ
た
戦
国
時
代
末
期
の
史
料
に

多
田
市

と
書
か
れ
ま
す
。
当
地
が
、
古
く

か
ら

独
立
し
た
村
落

と
し
て
生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
の
あ
か
し
で
す
。

豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
な
る
と

太
田
市
村

と
呼
ば
れ
、
秀
吉
の
重
く
用
い
た
武
将
・
大
野
治
長
の

領
地
と
な
り
ま
す
が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
を
経
た
あ
と
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
以
降
は
、
幕
府
支
配
地

（
天
領
）
に
な
っ
て
明
治
時
代
を
迎
え
ま
す
。

明
治
一
五
年
ご
ろ
の
同
村
は
、
戸
数
が
三
一
戸
で
人
口
が
男
七

人
・
女
八

人
、
主
な
物
産
が

麦
・
菜
種
・
綿
（
町
村
誌
集
）
の
農
村
で
し
た
。
同
二
二
年
に
耳
成
村
の
大
字
と
な
っ
て
明
治
・
大
正

時
代
を
過
ご
し
、
昭
和
三
一
年
二
月
に
橿
原
市
の
大
字
と
な
り
同
年
一

月
か
ら

橿
原
市
太
田
市
町

と
な
り
ま
し
た
。

同
町
北
垣
内
の
天
満
神
社
境
内
に

観
音
堂

が
あ
り
石
像

子
安
観
音

が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
へ
は
古
く
か
ら
、
出
産
を
控
え
た
近
隣
の
人
た
ち
が
安
産
を
願
い
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
を
、
も
ら

い
に
き
て
い
た
と
伝
え
ら
て
い
れ
ま
す
。

観
音
さ
ん
に
安
産
の
願
い


